
一般演題　N　　腎・泌尿・生殖器 371

70．ミニコンピュターによるレノグラムの自

　　動化について
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　〔目的〕ミニコンピュターとレノグラム装置を，オン

ラインで接続し，CRT管上に同時表示させ，ヌテレタ

イプで数値情報を得ることを評みた．

　〔方法〕　使用装置：レノグラム装置　UTC　12型，

コリメーター　LS－23－C，　Es－11型波高分析器，中央演

算処理装置（NOVA1200）（16K語），表示装置（CRT）
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　レノグラム装置から，オンラインで入力された情報

は，中央演算処理装置で処理され，そのデータ（レノグ

ラム曲線）を，CRT管上に表示し，同時にオンライン

でテレタイプおよび紙テープ上にも，数値情報として打

ち出した．

　〔結果〕紙テープに記録し，保管されているレノグラ

ムのデータを，任意の時に，高速読みとり装置を介して

中央演算処理装置に入力し，処理することが可能となっ

た．この装置を用いて，各種パラメータを読みとり，従

来の結果と比較した．
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　腎内RI動態の臨床的意義づけを行うために，シンチ

カメラの連続画面から得られる分割腎放射図を測定し，

ついで数学モデルを作成し検討を加えた．まず197Hg一

クロルメロドリンによる腎シンチフォトをとり磁気テー

プに記録する．次いで同じ位置で1331一ヒップランを静

注しサンプリングタイム10秒で経時的に，撮像し磁気テ

ー プに記録する．腎内ユ311一ヒップラン動態曲線（分割

腎放射図Regional　Renogram）はユ97Hg一腎シンチフ

ォトにもとづき，腎を囲む部分を12領域（3×4）に等

分割し，各領域毎に磁気テープの連続画面から，プレイ

バックして求めた．分割腎放射図の理論模型は，RI検

査法の特質上，ノイズ，ボケなどが不可避であるため，

腎内のRI動態が，各領域間RI量の確率過程であるも

のとして，解析をすすめた．すなわち，分割腎放射図よ

り得られたエ2領域と，腎へのRI注入相，および腎から

のRI流出相の計14領域を相定し，実測値と理論値の誤

差二乗和を最小にするように，RI遷移確率を，ついで

健常腎と腎疾患例におけるRI遷移確率の有意差の検定

を行った．また逆にあらかじめ遷移確率行列を与えてシ

ミュレーションを行うと分割腎放射図によく一致するパ

ターンが得られた．すなわち遷移確率行列が腎内RI動

態の一つの客観的指標となり得ることを明らかにした．
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